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1.  平成21年3月期第1四半期の業績（平成20年4月1日～平成20年6月30日） 

※ 平成19年７月１日付で、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を実施しております。  

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第1四半期 2,883 ― 1,010 ― 1,013 ― 550 ―

20年3月期第1四半期 2,149 143.9 911 101.4 913 101.9 496 88.6

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第1四半期 3,648.41 3,542.65
20年3月期第1四半期 6,654.23 6,391.36

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第1四半期 12,635 11,746 93.0 77,648.86
20年3月期 13,042 11,172 85.7 74,141.96

（参考） 自己資本   21年3月期第1四半期  11,746百万円 20年3月期  11,172百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― ― ― ― ―

21年3月期 ― ――― ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ― ― ― ―

3.  平成21年3月期の業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期累計期間 5,600 ― 1,700 ― 1,700 ― 900 ― 5,949.31
通期 13,000 29.3 3,800 1.4 3,800 1.0 2,050 1.9 13,551.21

4.  その他 
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注） 詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※ 平成19年７月１日付で、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を実施しております。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第1四半期  151,278株 20年3月期  150,692株

② 期末自己株式数 21年3月期第1四半期  ―株 20年3月期  ―株

③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 21年3月期第1四半期  150,892株 20年3月期第1四半期  74,603株

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成20年5月9日に公表いたしました業績予想は、第２四半期累計期間について修正しております。詳細につきましては、２ページ【定性的情報・財務諸表等】３．業績
予想に関する定性的情報及び本日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
２．本資料の業績予測につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社において判断した見通しであり、潜在的なリスクや不確実性を含んでおります。実際の業
績は、様々な要因の変化により、これら業績見通しとは異なる結果となることをご承知の上、投資判断を下さる様お願い致します。 
３．当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14
号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 
４．当社の財務諸表に掲記される科目、その他の事項の金額については、従来、千円単位で記載していましたが、当第１四半期会計期間より百万円単位で記載すること
に変更しました。なお、比較を容易にするため、前事業年度についても百万円単位に組替え表示しています。  



定性的情報・財務諸表等 

１．経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期におけるわが国の経済は、企業収益、民間設備投資、及び、個人消費においても一段と厳しい状況に

なってまいりました。内閣府の６月の月例経済報告でも、「景気の下振れリスクが高まっていることに留意する必要

がある。」と景気の先行きについての懸念を強めております。 

 インターネット関連業界におきましては、総務省の平成19年「通信利用動向調査」によりますと、インターネット

の利用者は8,811万人に達しました。また、携帯電話等の移動端末からの利用者数が7,287万人と増加しております。

このような環境のもと、当社ではインターネットメディア事業が順調に推移し、当第１四半期の売上高は2,883百万円

となりました。また、営業利益は1,010百万円、経常利益は1,013百万円、当期純利益は550百万円となりました。 

 事業別の営業状態は以下のとおりであります。 

①インターネットメディア事業 

 当事業におきましては、「mixi」の機能改善及び新機能追加により、ユーザー数は平成20年６月30日現在で約1,490

万人、月間ページビュー（以下、「PV」という。）はパソコン経由が約48億PV、携帯電話経由が約88億PVと順調にメ

ディア力が拡大いたしました。また、「mixiモバイル」の広告及びユーザーの属性によって配信が可能なバナー広告

の販売が好調に推移いたしました。 

 この結果、当第１四半期会計期間の売上高は2,620百万円（うち広告売上高2,470百万円、課金売上高149百万円）と

なりました。 

②インターネット求人広告事業 

 当事業におきましては、IT系の求人情報に特化することにより他社との差別化を図ること、及び、自社媒体である

「mixi」を活用することによる高い広告宣伝効果と広告宣伝費の抑制により、利益率を確保しながら収益の拡大を目

指して参りました。 

 一方で、求人広告市場においては有効求人倍率が低下を続けていること等、事業環境が悪化してきており、当事業

年度の売上高は263百万円となりました。 

２．財政状態に関する定性的情報 

①財政状態 

 前事業年度末から当第１四半期会計期間末までの財政状態の主な変動としましては、資産については流動資産が

11,322百万円から10,905百万円に減少したことが挙げられます。負債及び純資産については流動負債が1,870百万円か

ら889百万円に減少し、利益剰余金が3,800百万円から4,351百万円に増加したことが挙げられます。 

 増減の主な要因としましては、流動資産及び流動負債においては、法人税等の支払いによる現金及び預金の減少及

び未払法人税等の減少であります。また、利益剰余金においては、四半期純利益の増加によるものであります。 

②キャッシュ・フローの状況  

 当第１四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前事業年度末と比較して

361百万円の減少となり、残高は7,377百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とその要因は以下のとおり

であります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期会計期間において営業活動により使用した資金は246百万円となりました。これは主に、税引前四半期

純利益が1,006百万円となったものの、法人税等の支払額1,260百万円による減少があったことによるものでありま

す。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期会計期間において投資活動により使用した資金は138百万円となりました。これは主に、サーバー等の

固定資産の取得によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期会計期間において財務活動により得られた資金は23百万円となりました。これは、新株予約権の行使

によるものであります。 

３．業績予想に関する定性的情報 

 当第１四半期における業績の進捗を勘案し、業績予想の見直しを行った結果、平成20年５月９日に発表いたしまし

た平成21年３月期第２四半期累計期間の業績予想を修正することに致しました。なお、通期におきましては、広告市

場の先行きは引き続き不透明であるため前回予想より変更しておりません。 

 修正の理由は、以下のとおりであります。 

 第１四半期におきましては、データセンターに関する費用の削減を行ったことにより、利益額が当初計画を上回り

ました。また、第２四半期の見通しにつきましては、引き続きデータセンターに関する費用の削減効果が続くこと及



び新サービスにかかる費用の見直しに伴い、利益額が当初計画を上回る見込みであります。 

４．その他 

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。  

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従

い四半期財務諸表を作成しております。 

②売上原価の計上基準の変更 

 従来、販売費及び一般管理費に計上しておりましたインターネットメディア事業におけるサービスの構築にかか

る人件費等の費用については、当第１四半期会計期間より売上原価に計上することと致しました。 

 これは、当該事業において引き続き新サービスの拡充を行う方針であり、また組織体制の見直しによりサービス

の構築にかかる部門を明確にし、当該部門に係る人件費等の費用を売上原価に計上することで、売上と売上原価の

対応関係をより適切に行うために実施したものであります。 

 この変更に伴い、従来と同一の基準によった場合に比べ、売上原価が162百万円増加し、販売費及び一般管理費が

同額減少しております。なお、営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響はありません。 



５．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期会計期間末 
(平成20年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,377 7,739

売掛金 1,372 1,412

有価証券 1,998 1,998

その他 167 183

貸倒引当金 △10 △11

流動資産合計 10,905 11,322

固定資産   

有形固定資産   

建物 164 164

減価償却累計額 △18 △13

建物（純額） 146 150

工具、器具及び備品 1,491 1,431

減価償却累計額 △606 △537

工具、器具及び備品（純額） 885 894

有形固定資産合計 1,031 1,045

無形固定資産 129 115

投資その他の資産   

その他 572 562

貸倒引当金 △3 △2

投資その他の資産合計 569 559

固定資産合計 1,729 1,719

資産合計 12,635 13,042

負債の部   

流動負債   

未払金 348 384

未払法人税等 417 1,300

賞与引当金 36 32

その他 87 152

流動負債合計 889 1,870

負債合計 889 1,870

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,712 3,700

資本剰余金 3,682 3,670

利益剰余金 4,351 3,800

株主資本合計 11,746 11,172

純資産合計 11,746 11,172

負債純資産合計 12,635 13,042



（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：百万円）

当第１四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

売上高 2,883

売上原価 510

売上総利益 2,372

販売費及び一般管理費 1,362

営業利益 1,010

営業外収益  

有価証券利息 2

雑収入 0

営業外収益合計 2

経常利益 1,013

特別利益  

貸倒引当金戻入額 0

特別利益合計 0

特別損失  

固定資産除却損 6

特別損失合計 6

税引前四半期純利益 1,006

法人税、住民税及び事業税 406

法人税等調整額 49

法人税等合計 456

四半期純利益 550



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第１四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 1,006

減価償却費 108

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0

賞与引当金の増減額（△は減少） 4

受取利息 △2

固定資産除却損 6

売上債権の増減額（△は増加） 40

未払金の増減額（△は減少） △41

未払消費税等の増減額（△は減少） △55

その他 △52

小計 1,013

法人税等の支払額 △1,260

営業活動によるキャッシュ・フロー △246

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有価証券の取得による支出 △1,997

有価証券の償還による収入 2,000

有形固定資産の取得による支出 △116

無形固定資産の取得による支出 △23

投資活動によるキャッシュ・フロー △138

財務活動によるキャッシュ・フロー  

株式の発行による収入 23

財務活動によるキャッシュ・フロー 23

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △361

現金及び現金同等物の期首残高 7,739

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,377



 当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従

い四半期財務諸表を作成しております。 

（４）継続企業の前提に関する注記 

 該当事項はありません。 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 



「参考資料」 

前四半期に係る財務諸表等 

（１）（要約）四半期損益計算書 

科目 

前年同四半期 
（平成20年３月期 
第１四半期） 

金額（百万円） 

Ⅰ 売上高 2,149 

Ⅱ 売上原価 163 

売上総利益 1,985 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 1,074 

営業利益 911 

Ⅳ 営業外収益 2 

Ⅴ 営業外費用 0 

経常利益 913 

Ⅵ 特別利益 2 

Ⅶ 特別損失 － 

税引前四半期純利益 916 

税金費用 420 

四半期純利益 496 



（２）（要約）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（３）継続企業の前提に関する注記 

 該当事項はありません。 

 
前年同四半期 

（平成20年３月期 
第１四半期） 

区分 金額（百万円） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 916 

減価償却費 68 

貸倒引当金の減少額 △2 

賞与引当金の増加額 18 

受取利息 △2 

売上債権の増加額 △57 

未払金の減少額  △63 

未払消費税等の減少額  △14 

その他 5 

小計 867 

利息の受取額 0 

法人税等の支払額  △787 

営業活動によるキャッシュ・フロー 80 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △1,997 

有価証券の償還による収入  2,000 

有形固定資産の取得による支出  △144 

無形固定資産の取得による支出  △0 

敷金保証金の差し入れによる支出 △254 

投資活動によるキャッシュ・フロー △396 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー   

株式の発行による収入 0 

財務活動によるキャッシュ・フロー 0 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 － 

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加額（又は
減少額） 

△315 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 6,240 

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高 5,924 
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